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Analysis of transmission spectrum of cholesteric Bragg-Berry deflector 
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コレステリック液晶とは、液晶分子が螺旋状に旋回する構造の液晶であり、螺旋の巻きと同じ

向きの円偏光を反射する選択反射と呼ばれる特性がある。近年、螺旋構造の位相を空間的に変調

したコレステリック液晶は Bragg-Berry光学素子と呼ばれ、メタサーフェス同様、非鏡面反射が可

能であると興味を引いている[1]。一方、4×4 行列法などのような一次元空間を仮定した計算方法

では光学特性の厳密な解析は不可能であり、より高次の空間を考慮した電磁界シミュレーション

が必須である。本研究では、コレステリック液晶の螺旋位相が線形に変化した Bragg-Berry偏向素

子について、選択反射の生じる波長帯域と螺旋位相の変調周期の相関を 2 次元 FDTD 法で解析し

たので報告する。 

Fig. 1にはコレステリック Bragg-Berry偏向素子の構造を示している。本素子では、上下の界面

で液晶分子の方位角が周期的に回転しているため、選択反射は図中に示すように垂直入射であっ

ても、斜め方向に反射することになる。ここで、方位角の周期を Λ とし、コレステリック液晶の

螺旋ピッチを Pとすると、図中の角度 αは、α = tan
-1

(P/2Λ)と表せる。この角度 αを変えたときの

透過スペクトルは、Fig. 2のようになる。ここで、コレステリックの螺旋ピッチ Pは 500 nm、常

光と異常光の屈折率は、それぞれ no = 1.5, ne = 1.7である。コレステリック液晶自体のピッチは変

わっていないが、α の増加とともに短波長側にストップバンドがシフトしていることがわかる。

これは、コレステリック液晶の斜入射特性に類似しているようにも考えられるが、一般的なコレ

ステリック液晶の斜入射特性とは一致しなかった。詳細については、当日会場で報告する。 
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Fig.1  Schematic illustration of 

cholesteric Bragg-Berry deflector. 
Fig. 2  Angular dependence on transmission spectra T(α). 
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